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２０２０年までの核兵器廃絶を私たちの手で！！
下田市は核兵器の廃絶と世界平和の実現を願い、 平成 21 年に 「下田市平和都市宣言」 を行いました。

今年、 被ばく７０周年を迎えるにあたり、 当市においても平和への取組に努めていきます。

平和首長会議国内加盟都市会議ホームページ　　http://www.mayorsforpeace.org/jp/index.html

た
び
た
び
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
工
事
関
係
者
が
心
配

す
る
中
、
三
月
二
十
七
日
に
は
、

と
う
と
う
水
兵
が
柵
を
越
え
て
侵

入
し
、
工
事
中
の
施
設
を
物
色
す

る
事
件
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

機
密
の
流
出
を
恐
れ
た
幕
府
は

直
ぐ
に
工
事
を
中
止
し
、
四
月
に

は
建
設
地
を
田
方
郡
中
村
（
韮
山
）

に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
資

材
は
残
ら
ず
韮
山
へ
移
送
さ
れ
、

高
馬
反
射
炉
予
定
地
は
元
の
畑
地

に
戻
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

江
川
英
龍
は
安
政
二
年
（
一
八

五
五
）、
韮
山
反
射
炉
の
完
成
を
待

た
ず
に
世
を
去
り
ま
し
た
。

　

そ
の
二
年
後
に
完
成
し
た
連
双

二
基
四
炉
の
韮
山
反
射
炉
は
、
日

本
で
実
際
に
稼
働
し
た
反
射
炉
の

唯
一
の
現
存
例
と
し
て
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
ひ
と
つ

に
な
っ
た
の
で
す
。
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伝高馬反射炉耐火煉瓦
内藤恒雄氏旧蔵

韮山反射炉

わが家

みなさんのお宅のアイドルの写真を募集しております。市役所総務課へどしどしお寄せください。

さてよいよいよ～い！

お祭り大好き！

おうちでも保育園でも

毎日太鼓の練習をしているよ♪

早く大きくなって、

「おみこし」を担ぎたいなぁ・・・

武ガ浜にお住まいの

髙瀬　このみさんの

えいき

長男 くん （４歳２か月）英嬉

～
江
川
代
官
と

　
　
　
　

高
馬
反
射
炉
～

　

高
馬
で
の
反
射
炉
建
設

　

反
射
炉
は
、
鋳
造
用
の
鉄
塊
を

高
温
で
溶
解
し
、
大
砲
製
造
に
必

要
な
純
度
の
高
い
鉄
を
つ
く
る
炉

で
、
高
い
煙
突
と
ア
ー
チ
型
の
天

井
を
も
つ
炉
体
が
特
徴
で
す
。

　

英
龍
は
、
天
保
年
中
よ
り
オ
ラ

ン
ダ
の
技
術
書
を
元
に
反
射
炉
を

研
究
し
て
い
ま
し
た
。
課
題
で
あ

っ
た
耐
火
煉
瓦
用
の
粘
土
が
梨
本

（
河
津
）
で
発
見
さ
れ
る
と
、
幕
府

の
指
令
を
受
け
、
嘉
永
七
年
（
一

八
五
四
）
正
月
よ
り
、
資
材
運
搬

の
便
と
水
利
が
良
い
本
郷
村
高
馬

で
反
射
炉
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
稲
生
沢
川
を
利
用
し

て
鉄
や
石
炭
、
各
種
道
具
を
運
び

込
み
、
二
月
に
は
基
礎
工
事
を
、

三
月
に
は
焼
石
（
耐
火
煉
瓦
）
の

焼
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

水
兵
の
侵
入
と
建
設
中
止

　

嘉
永
七
年
三
月
、
ペ
リ
ー
艦
隊

が
下
田
に
や
っ
て
く
る
と
、
遊
歩

権
を
得
た
水
兵
達
は
下
田
近
郊
を

散
策
し
、
反
射
炉
建
設
現
場
に
も

　

本
年
７
月
、
韮
山
反
射
炉
（
伊

豆
の
国
市
）
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
、
伊
豆
に
明
る
い
話
題
を
提

供
し
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
韮
山
に

あ
る
反
射
炉
で
す
が
、
建
設
を
建

議
し
た
江
川
英
龍
の
当
初
計
画
で

は
本
郷
村
高
馬
（
下
田
）
に
造
ら

れ
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
あ

る
事
件
に
よ
り
高
馬
反
射
炉
は
幻

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

江
川
英
龍
と
反
射
炉

　

江
戸
時
代
後
期
の
韮
山
代
官
江

川
太
郎
左
衛
門
英
龍
（
一
八
〇
一

―

一
八
五
五
）
は
、
伊
豆
を
含
む

幕
領
八
万
石
を
支
配
す
る
傍
ら
、

海
防
（
異
国
船
か
ら
国
を
守
る
こ

と
）
に
尽
力
し
た
開
明
的
な
人
物

で
し
た
。
特
に
鎖
国
に
よ
っ
て
西

洋
諸
国
に
後
れ
を
と
っ
た
軍
備
の

近
代
化
に
心
血
を
注
ぎ
、
西
洋
砲

術
の
塾
（
韮
山
塾
）
を
主
宰
す
る

と
と
も
に
国
産
大
砲
の
製
造
を
目

指
し
、
反
射
炉
の
建
設
を
計
画
し

ま
し
た
。
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